
平

安

時

代

和

文

脈

系

文

学

の

基

本

語

棄

に

関

す

る

二

三

の

問

題

平安時代和文脈系文学の基本語集Ir関するこ三の問題

筆
者
は
さ
き
に
「
奈
良
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
禁
表」
(
学
習

院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
時)
(
昭
必
)

に
お
い
て、

万
葉
集
か
ら
徒
然
草
に

至
る
十
二
の
和
文
脈
系
文
学
作
品
の
基
本
語
染
表
を
作
成
す
る
試
み
を
行
な
っ

た 。
ζ
れ
は
時
代
的
に
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
至
る
長
い
時
期
を
含
む
も

の
で
あ
っ
た 。

ま
た 、

文
体
的
に
は 、

方
丈
記
や
徒
然
草
は 、

漢
文
訓
読
体
の

要
素
を
含
ん
で
い
た 。
そ
乙
で
今
回
は 、

そ
れ
ら
の
異
質
な
要
素
を
で
き
る
だ

け
排
除
し 、

対
象
を
比
較
的
純
粋
な
形
で
扱
う
た
め
に 、

万
葉
集
と
方
丈
記 、

徒
然
草
と
を
除
外
し
て、

和
歌
と
女
流
文
学
と
の
作
品
だ
け
を
取
り
上
げ 、

そ
れ
を
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
と
名
づ
け
る
と
と
と
し
た 。
そ
し
て
そ
れ
の

基
本
謡
曲卦
に
関
す
る
二
三
の
臆
説
を
記
そ
う
と
恩
う 。

今
回
も
ま
た 、

宮
島
達
夫
氏
の
厚
意
に
よ
っ

て、

氏
の
作
成
さ
れ
た
「
古
典

対
照
語
い
表」
(一
九
六
九
・

一
二
月)

に
合
ま
れ
て
い
る
次
の
九
作
品
の
単

語
の
使
用
度
数
表
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
た 。
そ
の
作
品
と
索
引
作
成
者
と
は
次

の
通
り
で
あ
る。

竹
取
物
語
総
索
引

山
田
忠
雄
編

伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究

索
引
篇

伴
久
美
編

古
今
集
総
索
引

西
下
経
一
・

滝
沢
貞
夫
編

大

野

玉区
日

土
左
日
記
総
索
引

日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
編

後
撰
和
歌
集
総
索
引

大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編

枕
草
子
総
索
引

榊
原
邦
彦
・

武
山
隆
昭
・

塚
原
清
・

藤
掛
和
美
編

源
氏
物
語
大
成
索
引
編

池
田
亀
鑑
編

紫
式
部
日
記
用
語
索
引

東
京
教
育
大
学
中
古
文
学
研
究
部
会
編

更
級
日
記
総
索
引

東
節
夫
・

塚
原
鉄
雄
・

前
回
欣
五口一
編

乙
れ
に
今
回
は
武
藤
宏
子
氏
編
の
「
栄
華
物
語
語
集
総
索
引」
を
使
用
さ
せ

て
頂
い
た

。
(
乙
れ
は
武
藤
氏
の
「
栄
華
物
語
の
語
集
の
研
究
」
(
学
習
院
大
学

国
語
国
文
学
会
誌)
(
第
七
号
・

一

九
六一
ニ)

の
資
料
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る 。)

つ
ま
り
今
回
は 、

右
の
十
作
品
を 、

平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学

と
見
な
し 、
乙
れ
ら
の
作
品
の
各
単
語
の
使
用
度
数
を
合
計
し
た 。

各
作
品
別

の
単
語
使
用
度
数
合
計
は
次
の
通
り
で
あ
る。

竹
取
物
語

五 、
一
二
四
語

伊
勢
物
語

六 、

九
三
一
語

古
今
集

一
O 、
O
一
五
語

土
佐
日
記

三 、

四
九
六
語

後
援
和
歌
集

一
一

、

九
五
七
語
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枕
草
子

三
二 、

九
O
八
語

源
氏
物
語

二
O
七 、

八
O
八
語

紫
式
部
日
記

八 、

七
三
七
語

栄
華
物
語

一
一
五 、

八
六
六
語

更
級
日
記

七 、
二
四
三
語

合
計

四
一
O 、

O
八
五
語

右
の
よ
う
に
使
用
度
数
合
計
が
四
一
万
語
余
り
で
あ
る
か
ら 、

今 、

使
用
率

0
・

一
パ
l
ミ

ル
(
つ
ま
り
一
万
分
の

ご

以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語
を
取

り
上
げ 、

仮
り
に、

専
ら 、

使
用
度
数
だ
け
に
よ
っ

て
基
本
語
を
選
定
す
る
と

と
と
し
た 。
そ
乙
で 、

合
計
の
使
用
度
数
四一
以
上
の
単
語
を
選
出
す
る
と 、

て
一
二一
ご
語
を
得
た 。

そ
の
使
用
度
数
順
の
一
覧
が
表
④
で
あ
る。

筆
者
は 、

乙
の
一

、
一
二一
一
一
一
語
と
い
う
数
字
に
多
少
の
興
味
を
感
じ
て
い

る。

と
い
う
の
は
昭
和
三
八
年
刊
の
国
立
国
語
研
究
所
の
「
現
代
雑
誌
九
十
種

の
用
語
用
字」
の
調
査
に
よ
っ

て
も 、

0
・

一
パ
l
ミ

ル
の
線
で
切
る
と 、

使

用
率
の
高
い
単
語
の
パ
ラ
イ
エ
テ
イ
は 、

や
は
り
て

三
七
五
語
で
大
体一
致

す
る。多

く
の
文
字
や
単
語
の
使
用
度
数
の
調
査
の
結
果
は 、

い
わ
ゆ
る
L
字
型
の

分
布
を
示
す
ζ
と
は
周
知
で
あ
る。

し
か
し 、

あ
る
使
用
率
以
上
の
語
が
実
際

に
何
語
で
あ
る
か
と
い
う
値
が 、

語
奨
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
安
定
し
て
い

る
か
否
か 、

例
え
ば
使
用
率
0
・

一
パ
l
ミ

ル
以
上
の
語
は 、

常
に
一

、

三
五

O
語
前
後
で
安
定
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は 、

未
だ
答
え
ら
れ
て
い
な

い
問
題
で
あ
る。

従
っ

て、

右
の
二
つ
の
調
査
に
お
い
て
約一

、

三
五
O
と
い

う
数
字
が
得
ら
れ 、

大
体
に
於
て
近
接
し
て
い
る
ζ
と
は 、

筆
者
の
興
味
を
ひ

く
事
実
で
あ
る
。

(
と
の
問
題
は

、

さ
ら
に
多
く

の
調
査
に
よ
っ
て

検
認
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
で
あ
る
が 、

ζ
の
調
査
の
た
め
に
は、
単
語
の
切
り

方
な
ど
に
種
々
の
問
題
が
あ
り 、

異
な
る
切
り
方
に
よ
る
数
値
の
変
化
に
つ
い

て
も 、

な
お
多
く

の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。)

筆
者
は
次
に、

乙
の
て

三
二
一
語
に
つ
い
て、

使
用
範
囲
と
の
関
係
を
考

え
る
ζ
と
を
試
み
た 。

そ
れ
に
は
筆
者
は 、

山
本
ト
シ
氏
の 、

次
の
論
文
を
参

照
し
た 。

「
平
安
朝
和
文
作
品
の
語
集
研
究
上
下」
(
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
第

十
四
号
十
五
号

一

九
七
0
・

一

九
七

二

乙
の
研
究
は 、

竹
取
物
語
・

伊
勢
物
語
・

土
佐
日
記
・

平
中
物
語
・

か
げ
ろ

ふ
日
記
・

落
窪
物
語
・

源
氏
物
語

・

枕
草
子
・

和
泉
式
部
日
記
・

紫
式
部
日

記
・

堤
中
納
言
物
語
・

更
級
日
記
・

栄
華
物
語
・

浜
松
中
納
言
物
語
・

大
鏡
・

讃
岐
典
侍
日
記
と
い
う
十
六
の
作
品
に
使
用
さ
れ
た
単
語
に
つ
い
て、

使
用
度

数
が
ー

で
も
あ
れ
ば
「
有
り」
と
扱
い 、

各
作
品
に
ど
の
よ
う
な
単
語
が
「
有

り」
と
し
て
重
な
る
か
と
い
う
「
使
用
範
囲」
を
調
査
し
た
研
究
で
あ
る。

例

え
ば 、
「
あ
い
ぎ
?
っ
(
愛
敬
ご
は
使
用
範
囲
5、
「
あ
い
な
し」
は
使
用
範

囲
m
と
す
る
ご
と
き
で
あ
っ

て、

そ
れ
は
「
あ
い
ぎ
?
っ」
は
右
の
お
作
品
の

う
ち
5

作
品
に
使
用
さ
れ 、
「
あ
い
な
し」
は
m
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

怠
で
あ
る。

山
本
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば 、
時
作
品
に
共
通
に
使
用
さ
れ
る
語
は

一
四
五
語
で 、

以
下
は
表
①
の
通
り
で
あ
る。

ふi
5
2

3

0

7

8
9

5
2

1

4ロ
組処
aaτ
Fb
nヨ
daτ
nu
oo
nL
ηL
00

累
1

2

3

4

6

7

9
2

5

8

34 

145 

97 

111 
137 
157 
151 
191 
236 
297 
359 

表①

16作品に出
て来る語

15 " 

14 
13 

12 

11 

10 

9 

8 

守 "

以下略

" 



平安時代和文脈系文学の基本語集fL関するこ三の問題

山
本
氏
の
使
用
さ
れ
た
索
引
類
は 、

さ
き
に
か
か
げ
た
宮
島
達
夫
氏
が
資
料

と
さ
れ
た
も
の
の
外 、

次
の
九一
編
で
あ
る。

平
中
物
語
総
索
引

曽
田
文
雄
編

か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引

佐
伯
梅
友
・

伊
牟
田
経
久
編

落
窪
物
記
総
索
引

松
尾
聴
・

江
口
正
弘
編

和
泉
式
部
日
記
用
語
索
引

東
節
夫
・

塚
原
鉄
雄
・

前
回
欣
吾
編

援
中
納
言
物
語
総
索
引

鎌
田
広
夫一
線

栄
華
物
語
総
索
引

武
藤
宏
子
編

浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引

池
田
利
夫
編

大
鏡
の
研
究
索
引
抗

秋
葉
安
太
郎一
編

表②

使用範囲→ 16 15 14 13 12 11 10 9 

使用 度数順位
↓ 

1- 130①84 18 10 5 4 6 1 0 1 0 0 1 
131- 260②37 29 19 19 14 6 2 1 2 0 0 1 
261- 390③15 23 23 13 20 12 8 7 3 3 3 0 
391ー520④ 6 10 14 23 22 16 16 10 3 4 4 2 
521- 650⑤ 1 5 17 21 26 20 13 .7 5 5 8 2 
651ー780⑥ 2 2 8 14 12 15 19 15 16 10 12 15 
781- 910⑦ 1 3 7 14 11 12 17 16 14 13 16 6 
911-1040③ o 2 6 9 10 13 15 15 19 12 17 12 

1041-1170① 2 0 2 8 13 8 15 17 15 18 20 12 
1170-1321⑬ o 2 2 3 6 12 10 22 18 19 35 22 

7 6不
以明
下

8 

校
本
讃
岐
典
侍
日
記
索
引
篇

今
小
路
覚
瑞
・

三
谷
幸
子
編

さ
て
そ
乙
で 、
こ
の
山
本
氏
の
調
査
に
よ
っ

て 、

先
の
一

、
一
二一
二
語
の 、

共
通
使
用
範
囲
を
各
語
に
つ
い
て
調
べ

、

使
用
度
数
と
使
用
範
囲
と
の
聞
に 、

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を
示
し
た
の
が
表
②
で
あ
る。

と
れ
は 、

使
用
度
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
次
一
三
O
語
ず
つ
に
区
切
り 、

①

か
ら

⑬
ま
で
に
段
階
分
け
し 、

そ
の
使
用
範
囲
を
右
に
記
し
た
も
の
で
あ
る。

そ
の
う
ち
①
②、
⑤
⑥ 、

@
⑬
を
合
算
し 、

か
っ 、

使
用
範
囲
に
つ
い
て
も 、

尚
文
献
の
う
ち 、
日
目 、
日比
問 、
問品
目 、
ω
9、
8
7

を
合
併
し
た
も
の
が
表

③
で
あ
る。
と
れ
に
よ
れ
ば 、
先
の
凶
作ロ聞
に
お
い
て 、
全
体
の
傾
向
と
し
て
使

用
率
の
高
い
単
語
ほ
ど
使
用
範
囲
が
大
き
い
と
と
が

明
ら
か
で
あ
る
(
図
①
参

照)
。

つ
ま
り 、
平
安
時
代
の
和
文
脈
系
文
学
と
い
う
特
定
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

の
中
で
は 、
使
用
度
数一
万
分
の
一
以
上
の
単
語
に
つ
い
て
は 、
使
用
率
の一
角
さ

は 、

使
用
範
囲
の
大
き
さ
と
極
め
て
高
い
相
関
を
持
つ
乙
と
が
知
ら
れ
よ
う 。

ま
た 、

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は 、

源
氏
物
語
の
言
語
畳
が
他
作
品
に
対
し

て
極
め
て
大
き
い
か
ら 、

使
用
度
数
合
計
は 、

源
氏
物
語
の
用
例
に
大
き
く

左

右
さ
れ
て
い
る。

従
っ

て 、

使
用
度
数
が
大
き
い
に
か
か
わ
ら
ず 、

使
用
範
囲

の
狭
い
語
が
あ
る。

そ
れ
は 、

大
体
に
お
い
て 、

源
氏
物
語
の
特
殊
な
頻
用
語

で
あ
る
見
込
み
が
大
き
い
と
い
え
よ
う 。
と
の
調
査
は 、

そ
の
よ
う
に 、

あ
る

種
の
作
品
の 、

文
体
的
特
殊
性
に
つ
い
て
も
推
察
す
る
資
料
を
提
供
す
る
も
の

と
い
え
る
で
あ
ろ
う 。

そ
の
他 、
乙
の
表
に
よ
っ

て
考
え
う
る
幾
多
の
問
題
が

あ
る
が 、

今
は
す
べ
て
省
略
し
て 、

単
語
の
一
覧
表
だ
け
を
掲
げ
る
乙
と
と
し

た 。

た
だ 、
一
三一
二
語
の
度
数
総
計
は
三
二
四 、

二
八
六
語
で 、

総
語
数
回

一
O 、

O
八
五
語
の
七
九
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
る
こ
と
だ
け
を
申
じ
添
え
る。

末
尾
な
が
ら 、

各
索
引
の
作
成
者 、

な
ら
び
に
語
奨
表
の
作
成
者
各
位
に
謝
意

を
表
し
た
い 。
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